
(1) 公の施設の名称 黒木キャンプ場

(2) 指定管理者

(3) 公の施設の所管部署

(4) 指定期間

(5) 評価対象期間

(1) 利用者数等 利用件数　　　　１，１４０件 （前年度　　　１，２７４件）

利用件数　　　　　　６１９件 （前年度　　　　　６３１件）

利用延人数 　１２，６２３人 （前年度　　１４，７７０人）

(2) 事業の内容

(1) 収入 ２３，０７７千円 （前年度　２２，４３４千円）

（指定管理者の収入） 施設利用料金 １０，０９７千円

指定管理料 ９，２３１千円

自主事業 ３，０９０千円

その他 ６５９千円

(2) 支出 ２３，０７７千円 （前年度２２，４３４千円）

（指定管理者の支出） 人件費　　　　　　　　　 １０，４９９千円

光熱水費　　　　　　　  　　 ２，４８５千円

修繕・消耗品費等　　  　 ５，７６５千円

委託料　　　　　　　　　　  １，４７５千円

負担金・公租公課 １，０３３千円

原材料費 ７８４千円

備品購入費 　　４２０千円

その他 ６１６千円

指定管理業務評価結果書

１　施設の名称等

所在地　 　　津山市山下９７－１

名   称　 　　公益社団法人　津山市観光協会

代表者　 　　会長　　松岡　裕司

農林部　農村整備課

平成３１年４月１日～令和６年３月３１日

令和3年４月１日～令和4年３月３１日

２　施設の利用状況

テントサイト 　　　 　

バンガロー　　　　　

黒木キャンプ場の施設等の利用許可・運営・管理

３　収支の状況

　総    額

　総    額

４　総合評価結果

(1)アンケート調査等の概要 ○ 利用者にアンケート用紙を渡して、意見・要望を記入してもらっており、概
ね良好な意見であった。

(2)指定管理者の自己評価 ○

○

○

昨年同様、コロナウイルス感染予防対策のため施設の休止期間がキャンプ
の最適時期と重なったが、感染防止の対策を行いながら運営に努めた。
第１・第２キャンプ場はテントサイトの一部を車乗り入れ可としており、稼働
率が高い。第3キャンプ場は荷物運搬のみ車乗入れ可とし改善を行った。
インターネット・フェイスブック等で木工教室、体験教室等の各種イベント、
キャンプ場周辺情報のPR活動を強化し、黒木キャンプ場の周知・集客を
図った。

(3)市の評価 ○ 協定の範囲内で利用者のニーズにあった対応をしており、特にテントサイト
の利用者数は、増加しており評価できる。また、自主事業として実施してい
る第３キャンプ場の冬期利用も年々増加している。
今後も引き続き、さらなる集客を目指し、様々な広報媒体を活用した施設の
ＰＲや、地域の魅力を活かした自主事業を実施されたい。


